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5歳児で育みたい幼児相互の人間関係 
－小学校授業につながる協同性に視点をあてて－ 




Human relationships for five years old children in preschool education 





Preschool education for five years old children needs to see far ahead into elementary 
school education. This study considered the characteristics of child development, the actual 
practices in kindergartens or in nursery schools, the meetings with childcare persons and 
kindergarten teachers and elementary school teachers, and lessons in elementary school.  
It is necessary to bring up their children to be cooperative. Teams up of preschoolers 
connect with elementary school lessons. 







































が異なっていく。幼児期の人間関係の発達に伴う遊び方の違いをまとめると次のようになる。   
3歳頃からの平行（並行）遊び（他の幼児と類似した活動はするが、直接のかかわりはない） 














































































































































































































・幼児の発想が実現できるよう、さまざまな素材を取り込む   
 ＜援助活動＞・一人ひとりの特性に応じて受容して援助したり心の絆を結んだりする 
・幼児相互が遊びに関心を持ったり参加したりするきっかけを大切にする    
二学期「遊びの中でテーマを見つけ、一つの目標に向かって協力し実現しようとする時期」 
  ＜環境構成＞・学級の共通テーマとなりうる題材を見つけて関連分野の充実を図る 
       ・行事の機会を意識して活用する。（誕生会、運動会、作品展、発表会など） 
 ＜援助活動＞・幼児の興味関心に基づいた素材や共有できるイメージを提供する 
       ・個々の持ち味を発揮し伝え合う中で、考える力をつなぎ合わせていく 
三学期「園生活で得た手ごたえを、新しい生活への期待につなげていく時期」  
＜環境構成＞・共通の目的を達成する喜びが体験できるよう発表のための構成を工夫する 
       ・対話を通して内言を豊かに育み、問題を解決できる力を培う 
 ＜援助活動＞・幼児ごとの課題に対して温かく支え、他者と補い合う喜びにつなげる 
        ・就学を視野に入れ保育者は徐々に引き、巣立ちへの自信を感じさせていく 
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